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原子力発電への
視点

日本の原子力発電所 42 基のうち、再稼動したのはようやく5 基。

再稼動に反対の声も依然根強い。

安全性は高まっていないのか ? 世界の動きはどうなのか ?

「安全性」「世界」「社会」など、原子力発電をめぐる各側面について、

各分野の専門家・有識者の意見を聴いた──
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１
９
９
９
年
９
月
、
茨
城
県
東
海
村
の
核
燃
料
加

工
会
社
Ｊ
Ｃ
Ｏ
で
臨
界
事
故
が
発
生
し
た
。
２
人
の

方
が
亡
く
な
り
、
近
隣
住
民
約
２
０
０
人
が
避
難
す

る
事
態
と
な
っ
た
。
こ
の
事
故
を
教
訓
に
同
年
12
月
、

原
子
力
災
害
対
策
特
別
措
置
法
が
制
定
さ
れ
、
防
災

体
制
の
整
備
拡
充
が
進
め
ら
れ
た
。

　

私
自
身
、
Ｊ
Ｃ
Ｏ
臨
界
事
故
の
際
に
は
現
地
対
策

本
部
で
収
束
対
応
に
あ
た
り
、
事
故
後
は
海
外
の
防

災
体
制
の
調
査
に
も
携
わ
っ
た
が
、
正
直
「
こ
ん
な

事
故
は
日
本
で
は
二
度
と
起
き
な
い
だ
ろ
う
」
と
い

う
思
い
が
あ
っ
た
。
し
か
し
２
０
１
１
年
３
月
11
日
、

東
京
電
力
福
島
第
一
原
子
力
発
電
所
事
故
が
起
き
た
。

多
重
防
護
の
安
全
対
策
が
こ
と
ご
と
く
機
能
せ
ず
、

日
を
追
っ
て
深
刻
化
す
る
状
況
に
茫
然
自
失
と
な
っ

た
。

　
Ｊ
Ｃ
Ｏ
臨
界
事
故
を
教
訓
に
整
備
さ
れ
た
防
災
体

制
は
、
福
島
第
一
の
事
故
に
は
役
立
た
な
か
っ
た
。

例
え
ば
緊
急
時
の
対
策
拠
点
と
し
て
設
け
た
オ
フ
サ

イ
ト
セ
ン
タ
ー
は
、
地
震
で
電
源
が
ダ
ウ
ン
し
た
う

え
、
発
電
所
か
ら
約
５
km
と
近
く
放
射
線
量
が
上
昇
、

機
能
し
な
い
。
Ｊ
Ｃ
Ｏ
事
故
後
の
事
故
対
応
と
し
て

開
発
さ
れ
た
原
子
力
災
害
対
策
用
ロ
ボ
ッ
ト
は
、
が

れ
き
の
上
で
使
用
で
き
ず
、
維
持
管
理
が
不
十
分
で
、

パ
ー
ツ
が
欠
け
て
い
た
り
操
作
で
き
る
人
が
い
な

か
っ
た
り
、
結
局
、
米
国
製
が
最
初
に
投
入
さ
れ
た
。

　

自
然
現
象
に
対
す
る
想
定
の
難
し
さ
も
痛
感
し

た
。
日
本
は
地
震
大
国
ゆ
え
地
震
に
は
備
え
て
い
た

が
、
地
震
の
随
伴
事
象
で
あ
る
津
波
対
策
が
甘
か
っ

た
。
自
然
災
害
は
何
が
起
き
る
か
わ
か
ら
な
い
と
い

う
前
提
で
も
っ
と
真
摯
に
臨
む
べ
き
だ
っ
た
。

　

こ
う
し
た
諸
々
の
事
実
を
振
り
返
れ
ば
、
残
念
な

が
ら
過
去
の
事
故
の
教
訓
が
時
間
の
経
過
と
と
も
に

形
骸
化
し
、「
大
規
模
な
事
故
は
起
こ
ら
な
い
」
と

い
う
思
い
込
み
が
あ
っ
た
と
い
わ
ざ
る
を
得
な
い
。

れ
去
る
傾
向
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
。
５
年
、
10
年

後
は
大
丈
夫
で
も
、
世
代
が
入
れ
替
わ
る
30
年
後
、

50
年
後
は
ど
う
か
。
Ｊ
Ｃ
Ｏ
臨
界
事
故
後
に
開
発
し

た
日
本
製
ロ
ボ
ッ
ト
の
よ
う
な
、
い
ざ
と
い
う
時
使

え
な
い
「
無
用
の
長
物
」
に
し
て
は
い
け
な
い
。
電

力
会
社
に
は
、
発
電
所
の
安
全
対
策
は
も
ち
ろ
ん
、

い
ま
現
場
で
共
有
さ
れ
て
い
る
事
故
の
記
憶
、
教
訓
、

危
機
感
を
、
世
代
を
超
え
て
伝
承
す
る
し
く
み
づ
く

り
を
ぜ
ひ
進
め
て
ほ
し
い
。

　

事
故
を
機
に
日
本
の
原
子
力
は
先
の
見
え
に
く
い

状
況
が
続
い
て
い
る
が
、
今
後
も
よ
ほ
ど
の
ブ
レ
イ

ク
ス
ル
ー
が
な
い
限
り
、
日
本
は
原
子
力
を
活
用
せ

ざ
る
を
得
な
い
。
よ
り
安
全
に
運
用
す
る
た
め
に
は
、

技
術
・
人
材
を
途
切
れ
さ
せ
な
い
こ
と
が
必
要
だ
が
、

そ
れ
に
は
、
発
電
所
の
新
設
・
リ
プ
レ
イ
ス
が
欠
か

せ
な
い
。
廃
炉
技
術
の
開
発
は
極
め
て
重
要
で
は
あ

る
が
、
技
術
継
承
、
人
材
育
成
の
面
で
は
後
ろ
向
き

の
印
象
が
強
く
、
若
手
が
集
ま
り
に
く
い
。
新
設
・

リ
プ
レ
イ
ス
を
エ
ネ
ル
ギ
ー
基
本
計
画
の
中
で
き
ち

ん
と
位
置
づ
け
て
い
く
べ
き
だ
。

　

事
故
は
隙
を
突
い
て
起
こ
る
。
原
子
力
事
業
者
は

真
摯
に
安
全
の
実
績
を
積
み
重
ね
、
き
ち
ん
と
原
子

力
発
電
所
の
立
地
地
域
の
方
々
と
向
き
合
っ
て
対
話

を
続
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
原
子
力
へ
の
信
頼
と

は
、
結
局
は
原
子
力
に
携
わ
っ
て
い
る
人
を
信
頼
で

き
る
か
ど
う
か
に
か
か
っ
て
い
る
。

無
意
識
の
う
ち
に
「
安
全
神
話
」
の
上
に
胡
座
を
か

き
、「
事
故
は
必
ず
起
き
る
」「
自
然
現
象
は
予
測
不

能
」
と
い
う
大
原
則
を
見
失
っ
た
。
我
々
原
子
力
に

携
わ
る
者
は
、
自
身
の
奢
り
や
油
断
が
こ
の
よ
う
な

事
態
を
引
き
起
こ
し
た
こ
と
を
、
肝
に
銘
じ
な
い
と

い
け
な
い
。

　

２
０
１
２
年
に
原
子
力
規
制
委
員
会
が
発
足
し
、

世
界
一
厳
し
い
と
い
わ
れ
る
新
た
な
規
制
基
準
が
導

入
さ
れ
た
。
こ
れ
に
よ
っ
て
「
サ
イ
ト
内
」
の
安
全

性
は
相
当
程
度
高
ま
る
が
、
や
や
弱
い
の
は
「
サ
イ

ト
外
」
だ
。
住
民
の
避
難
計
画
な
ど
の
防
災
計
画
策

定
は
各
自
治
体
に
委
ね
ら
れ
て
い
る
が
、
地
域
に

よ
っ
て
内
容
に
バ
ラ
ツ
キ
が
あ
る
。
特
に
３
・
11
後
、

新
た
に
原
子
力
災
害
対
策
重
点
区
域
に
指
定
さ
れ
た

自
治
体
の
中
に
は
、
人
材
や
ノ
ウ
ハ
ウ
が
不
十
分
な

と
こ
ろ
も
多
い
。
国
の
政
策
と
し
て
原
子
力
を
推
進

す
る
以
上
、
関
連
自
治
体
へ
の
支
援
は
不
可
欠
。
防
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原
子
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実
験
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教
授

安
全
性

事
故
の
記
憶・教
訓・危
機
感
を
、

世
代
を
超
え
て
伝
承
す
る

なかじま　けん
京都大学原子炉実験所 
原子力基礎工学研究部門教授
1957年札幌市生まれ。北海道大学大
学院工学研究科原子工学専攻修士課
程修了。82年日本原子力研究所研究
員、96年同副主任研究員。臨界安全
性、原子炉物理に関する実験研究に
従事。2003年京都大学原子炉実験所
助教授、07年教授。主な研究テーマ
は、臨界事故事象に関する研究、軽
水炉の炉物理特性に関する研究。原
子力規制委員会原子炉安全専門審査
会委員、新潟県技術委員会座長など
も務める。
http://www.rri .kyoto-u .ac . jp/
nakajima-lab/member.html

原子力災害対策重点区域

新規制基準の全体像 災
計
画
づ
く
り
に
つ
い
て
も
、
客
観
的
な
レ
ビ
ュ
ー

に
よ
っ
て
一
定
水
準
を
確
保
す
る
な
ど
、
必
要
に
応

じ
た
サ
ポ
ー
ト
を
行
う
べ
き
だ
。

　

関
西
電
力
を
は
じ
め
再
稼
動
を
め
ざ
す
各
事
業
者

は
、
新
規
制
基
準
へ
の
適
合
は
も
と
よ
り
、「
安
全

に
終
わ
り
は
な
い
」
と
自
主
的
な
安
全
性
向
上
の
取

り
組
み
を
積
極
的
に
進
め
て
い
る
。
サ
イ
ト
内
に
は

非
常
用
発
電
機
あ
り
、
放
水
車
あ
り
、
そ
れ
ら
を
使

い
こ
な
す
訓
練
に
も
余
念
が
な
い
。
心
強
く
思
う
反

面
、
こ
う
し
た
努
力
に
よ
っ
て
何
事
も
な
く
何
年
も

安
全
な
状
態
が
保
た
れ
た
と
し
て
、
仮
に
30
年
後
に

そ
れ
ら
を
使
う
事
態
に
な
っ
た
と
き
、
果
た
し
て
使

い
こ
な
せ
る
か
、
一
抹
の
不
安
が
あ
る
。
日
本
人
は

何
事
も
「
水
に
流
す
」
文
化
、
特
に
悪
い
こ
と
は
忘内閣府の資料をもとに作成

原子力規制委員会の資料をもとに作成

PAZ

UPZ
概ね5km（めやす）

概ね30km（めやす）

PAZ
（Precautionary Action Zone）
予防的防護措置を準備する区域

約5km圏内

海

UPZ
（Urgent Protective Action Planning Zone）
緊急時防護措置を準備する区域

約30km圏内

地震発生

津波到達

外部電源喪失

多重故障および共通要因故障
非常用DG/直流電源喪失

地震や津波に対する
耐性強化

著しい炉心損傷防止
非常用電源および
炉心冷却系の強化

格納容器破損防止

放射性物質の
拡散抑制

長時間の
電源喪失の防止

状態把握・プラント
管理機能の強化

炉心冷却機能喪失

炉心損傷通信・計装
機能不全など

格納容器破損、原子炉建屋への漏えい

原子炉建屋の水素爆発

環境への大規模な放射性物質の放出

原子炉停止

非常用ディーゼル発電機（非常用DG）
/炉心冷却系起動
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世
界
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
政
策
は
「
３
Ｅ
＋
Ｓ
」
が
基

本
。
供
給
安
定
性
・
経
済
性
の
観
点
で
は
、
米
国
の

シ
ェ
ー
ル
革
命
に
よ
り
、
ガ
ス
・
石
油
の
需
給
が
世

界
的
に
緩
和
し
価
格
も
低
下
。
環
境
性
で
は
、
パ
リ

協
定
を
受
け
て
、
温
室
効
果
ガ
ス
削
減
の
動
き
を

強
め
て
い
る
。
こ
う
し
た
状
況
の
下
、
世
界
的
に

「
石
炭
か
ら
ガ
ス
へ
の
シ
フ
ト
」「
再
生
可
能
エ
ネ
ル

ギ
ー
の
拡
大
」
が
進
み
、
15
年
に
世
界
で
新
設
さ
れ

た
発
電
設
備
は
、
水
力
を
含
む
再
エ
ネ
電
源
の
合
計

が
石
炭
火
力
を
上
回
っ
た
。

　

２
０
４
０
年
ま
で
の
「
Ｉ
Ｅ
Ａ
（
国
際
エ
ネ
ル

ギ
ー
機
関
）
世
界
エ
ネ
ル
ギ
ー
見
通
し
（
16
年
版
）」

で
は
、
今
後
も
再
エ
ネ
・
ガ
ス
火
力
は
増
大
、
石
炭

火
力
は
減
少
、
原
子
力
は
現
状
維
持
あ
る
い
は
増
大

と
な
っ
て
い
る
。

　

国
・
地
域
別
に
見
る
と
、
ア
メ
リ
カ
は
自
国
第
一

主
義
の
ト
ラ
ン
プ
政
権
に
な
り
、
気
候
変
動
対
策
や

再
エ
ネ
開
発
に
は
消
極
的
で
、
石
炭
の
復
活
や
石

油
・
天
然
ガ
ス
の
積
極
開
発
を
掲
げ
て
い
る
。
但
し

再
エ
ネ
は
州
レ
ベ
ル
で
は
継
続
さ
れ
る
見
込
み
。
原

子
力
は
新
設
も
進
め
ら
れ
、
今
後
、
積
極
的
な
取
り

組
み
も
予
想
さ
れ
る
が
、
新
設
で
は
再
エ
ネ
と
ガ
ス

火
力
が
当
面
の
主
流
と
な
ろ
う
。

　

一
方
、
気
候
変
動
対
策
で
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を
取

り
、
再
エ
ネ
開
発
を
推
進
し
て
き
た
欧
州
で
は
、
16

年
の
Ｅ
Ｕ
に
お
け
る
新
設
電
源
の
86
％
が
再
エ
ネ
。

17
年
３
月
に
は
、
欧
州
電
事
連
が
、
２
０
２
０
年
以

降
、
石
炭
火
力
の
新
設
は
し
な
い
方
針
を
表
明
し
た
。

原
子
力
は
、
福
島
第
一
原
子
力
発
電
所
事
故
以
降
、

欧
州
各
国
で
脱
原
子
力
が
拡
が
っ
て
い
る
イ
メ
ー
ジ

が
あ
る
が
、
脱
原
子
力
に
大
き
く
舵
を
切
っ
た
の
は

ド
イ
ツ
な
ど
一
部
の
国
。
ド
イ
ツ
は
22
年
に
原
子
力

を
全
廃
す
る
と
し
、
再
エ
ネ
開
発
に
力
を
入
れ
て
い

る
が
、
16
年
時
点
で
、
再
エ
ネ
電
源
は
水
力
含
め
て

設
が
必
要
。
ま
た
電
力
市
場
自
由
化
の
進
む
先
進
国

で
は
、
英
国
の
例
に
見
る
よ
う
に
、
投
資
リ
ス
ク
を

軽
減
す
る
な
ど
の
施
策
も
必
要
に
な
ろ
う
。

　

こ
の
よ
う
に
、
世
界
的
に
は
再
エ
ネ
の
増
大
が
続

く
な
か
、
原
子
力
の
新
設
も
進
め
ら
れ
て
い
る
。
実

際
、
再
エ
ネ
は
、
欧
米
先
進
国
で
導
入
し
た
Ｆ
Ｉ
Ｔ

（
固
定
価
格
買
取
制
度
）
が
電
気
料
金
の
上
昇
を
引

き
起
こ
し
た
り
、
電
力
系
統
の
運
用
を
複
雑
に
す
る

な
ど
課
題
が
あ
る
。
再
エ
ネ
は
む
し
ろ
、
電
力
需
要

規
模
の
小
さ
い
途
上
国
な
ど
に
適
し
て
い
る
。
例
え

ば
世
界
人
口
の
15
％
を
占
め
る
無
電
化
地
域
。
小
さ

な
村
で
あ
れ
ば
、
太
陽
光
で
十
分
で
送
電
線
の
必
要

が
な
い
。
そ
の
国
や
地
域
の
経
済
力
や
技
術
力
に
見

合
っ
た
低
炭
素
電
源
の
開
発
を
進
め
る
こ
と
が
肝
要

だ
。

未
だ
３
割
程
度
。
一
方
、
褐
炭
・
石
炭
が
依
然
と
し

て
40
％
を
占
め
る
。

　

欧
州
で
も
、
こ
れ
ま
で
原
子
力
を
推
進
し
て
き
た

国
は
福
島
第
一
事
故
後
も
利
用
継
続
し
て
い
る
。
フ

ラ
ン
ス
は
減
原
子
力
を
決
め
た
が
、
実
現
は
難
し
い
。

新
設
で
は
フ
ラ
ン
ス
・
イ
ギ
リ
ス
・
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド

の
ほ
か
、
東
欧
・
中
欧
で
も
動
き
が
あ
る
。
ま
た
、

脱
原
子
力
の
国
で
も
、
昨
年
、
原
子
力
利
用
継
続
に

向
け
た
動
き
が
あ
っ
た
。

　

例
え
ば
、
１
９
８
０
年
、
世
界
に
先
駆
け
て
脱
原

子
力
を
宣
言
し
た
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
。
現
在
の
発
電
電

力
量
構
成
は
原
子
力
・
水
力
と
も
約
42
％
だ
が
、
こ

こ
で
原
子
力
を
や
め
て
再
エ
ネ
で
す
べ
て
カ
バ
ー
す

る
の
は
現
実
的
で
は
な
い
と
し
て
、
16
年
６
月
、
既

設
は
運
転
期
限
を
明
示
せ
ず
、
リ
プ
レ
イ
ス
も
容
認

し
た
。
ス
イ
ス
も
、
福
島
第
一
事
故
後
に
脱
原
子
力

を
決
め
た
が
、
運
転
期
間
を
45
年
に
限
定
す
る
環
境

原 子 力 発 電 へ の 視 点
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海
邦
博 

海
外
電
力
調
査
会 
調
査
部
門
編
集
局
長

世
界現

実
的
選
択
―
―

世
界
の
原
子
力
発
電
事
情

とうかい　くにひろ
海外電力調査会 調査部門 編集局長
1951年和歌山県生まれ。74～76年パ
リ大学留学を経て、77年東京外国語
大学フランス語学科卒。海外電力調
査会入社後、84～88年調査会欧州事
務所駐在、88～96年調査部主任研究
員、97～2000年欧州事務所長（パリ）、
2000～11年企画部主席研究員、部長
代理。のち企画部副部長・上席研究
員を経て現職。欧州中心に海外の電
力・エネルギー調査業務に従事。
https://www.jepic.or.jp

保
護
派
の
要
求
は
16
年
11
月
の
国
民
投
票
で
否
決
さ

れ
た
。
急
激
な
脱
原
子
力
は
、
隣
国
か
ら
の
電
力
輸

入
に
頼
ら
ざ
る
を
得
な
く
な
り
電
力
供
給
で
の
自
立

性
が
失
わ
れ
る
と
す
る
。
２
０
２
５
年
ま
で
の
脱
原

子
力
を
め
ざ
す
ベ
ル
ギ
ー
も
、
安
定
供
給
の
観
点
か

ら
、
一
部
の
炉
の
運
転
延
長
を
決
め
た
。
い
ず
れ
も

国
情
に
即
し
た
現
実
的
判
断
に
基
づ
く
も
の
だ
。

　

一
方
、
電
力
需
要
の
旺
盛
な
新
興
国
で
は
、
中
国

や
イ
ン
ド
な
ど
で
原
子
力
開
発
が
活
発
。
特
に
中
国

が
世
界
の
新
設
を
牽
引
し
て
お
り
、
現
在
は
運
転
中

35
基
で
世
界
４
位
だ
が
、
建
設
中
22
基
、
計
画
中
25

基
で
近
い
将
来
、
米
国
に
次
い
で
２
位
に
な
る
。
ま

た
中
東
や
ロ
シ
ア
な
ど
産
油
・
産
ガ
ス
国
で
は
、
自

国
資
源
は
輸
出
用
と
し
て
温
存
し
、
自
国
で
使
う
電

気
は
原
子
力
で
ま
か
な
う
戦
略
だ
。

　

こ
の
よ
う
に
、
世
界
全
体
で
は
、
原
子
力
は
将
来

的
に
維
持
あ
る
い
は
増
大
す
る
見
通
し
だ
。

　

日
本
で
は
目
下
、
既
設
発
電
所
の
再
稼
動
が
喫
緊

の
課
題
だ
が
、
中
長
期
的
に
は
既
設
の
寿
命
延
長
に

加
え
て
新
設
も
不
可
欠
。
こ
の
新
設
で
は
海
外
展
開

を
進
め
る
こ
と
も
考
え
ら
れ
よ
う
。

　

と
い
う
の
も
、
原
子
力
の
新
型
炉
建
設
は
、
フ
ィ

ン
ラ
ン
ド
や
フ
ラ
ン
ス
、
ア
メ
リ
カ
な
ど
で
難
航
し

て
い
る
。
初
号
機
で
あ
っ
た
こ
と
や
、
久
し
ぶ
り
の

建
設
で
あ
っ
た
た
め
、
安
全
審
査
や
建
設
工
事
が
長

期
化
し
、
高
コ
ス
ト
に
な
っ
た
。
一
方
、
こ
こ
10
年

ほ
ど
、
新
設
が
続
く
中
国
で
は
、
エ
ン
ジ
ニ
ア
も
労

働
者
も
習
熟
し
、
着
実
に
経
験
の
蓄
積
が
進
み
、
新

型
炉
の
建
設
も
比
較
的
、
順
調
だ
。
日
本
と
し
て
も
、

技
術
の
継
承
・
経
験
の
蓄
積
に
は
内
外
を
問
わ
ず
新

「IEA世界エネルギー見通し」2016年版の資料をもとに作成

注：「現状」＝現行の施策のみ　「新政策」＝各国で採用されようとしている
確度の高いエネルギー・環境政策の実施を前提とする場合　「450シナ
リオ」＝温室効果ガス濃度をCO₂換算450ppm以下（パリ協定で合意
された気温上昇2℃未満を実現できる温室効果ガス濃度）に抑制する
ための施策を講じる場合

2014年主要国の電源別発電電力量の構成比（％）

2040年世界の電力供給見通し
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2014年
（実績）

2040年（予想）
現状

シナリオ
新政策
シナリオ

450
シナリオ

発電電力量
（10億ｋＷｈ） 23,809 42,511 39,045 34,092

石炭 41 36 28 7
天然ガス 22 24 23 16
石油 4 1 1 1
原子力 11 9 12 18
水力 16 14 16 20
風力 3 7 10 18
バイオ・廃棄物 2 3 4 6
地熱 0 1 1 2
太陽光・熱 1 4 6 12
海洋 0 0 0 0

2014年
（実績）

2040年（予想）
現状

シナリオ
新政策
シナリオ

450
シナリオ

発電電力量
（10億ｋＷｈ） 1,036 1,130 1,079 864

石炭 34 31 23 2
天然ガス 41 27 25 11
石油 11 1 1 0
原子力 ー 16 22 35
水力 8 9 10 15
風力 1 4 4 12
バイオ・廃棄物 3 5 5 8
地熱 0 2 2 4
太陽光・熱 2 7 8 13
海洋 ー 0 1 1

22

14

29

27

37

30

58

53

電
源
別
比
率（
％
）

電
源
別
比
率（
％
）

注：四捨五入の関係で合計値が100にならない場合がある
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東
日
本
大
震
災
発
生
当
時
、
私
は
福
島
第
一
原
子

力
発
電
所
か
ら
約
40
㎞
の
い
わ
き
市
に
あ
る
大
学
に

勤
務
し
て
い
た
。
被
災
者
と
な
っ
た
私
た
ち
家
族

は
、
以
来
５
年
に
わ
た
り
自
主
避
難
生
活
を
続
け
ざ

る
を
得
な
か
っ
た
。
当
時
、
お
び
た
だ
し
い
言
葉
が

踊
っ
た
が
、
現
実
を
知
っ
て
い
る
か
ら
こ
そ
、
安
易

に
「
リ
ア
ル
」
と
い
う
言
葉
を
使
い
た
く
な
い
、
断

定
的
な
一
つ
の
正
解
な
ど
な
い
―
―
そ
ん
な
心
の
揺

れ
も
経
験
し
た
。

　

福
島
第
一
の
事
故
以
降
、
一
気
に
反
原
発
デ
モ
が

盛
り
上
が
っ
た
。
私
自
身
は
原
子
力
賛
成
論
者
で
も

反
対
論
者
で
も
な
い
が
、
原
子
力
を
め
ぐ
る
言
説
に

は
常
に
違
和
感
を
覚
え
て
き
た
。

　

な
ぜ
か
。
第
１
に
長
期
的
視
野
が
欠
け
て
い
る
。

電
力
は
国
を
支
え
る
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
で
あ
り
、
今
日

も
明
日
も
明
後
日
も
、
毎
日
、
誰
か
が
電
力
の
安
定

供
給
を
担
っ
て
い
か
ざ
る
を
得
な
い
。
事
故
後
の
廃

炉
作
業
も
長
期
的
に
取
り
組
ま
な
い
と
い
け
な
い
の

に
、
短
期
的
視
野
で
自
分
の
中
の
不
安
や
怒
り
、
一

時
的
感
情
だ
け
で
反
原
発
を
叫
ん
で
い
る
。

　

第
２
に
原
子
力
を
含
む
エ
ネ
ル
ギ
ー
問
題
は
、
日

本
人
の
生
き
方
の
問
題
に
直
結
す
る
。
我
々
日
本
人

は
戦
後
ず
っ
と
「
幸
せ
の
基
準
」
を
経
済
的
豊
か
さ

と
効
率
に
置
い
て
き
た
。
安
く
て
美
味
し
い
食
事
、

煌
々
と
点
る
灯
り
、
時
間
ど
お
り
に
来
る
電
車
―
―

こ
う
し
た
豊
か
さ
、
効
率
性
を
何
よ
り
重
視
し
て
き

た
。
そ
の
価
値
観
を
良
し
と
し
て
い
る
限
り
、
電
力

の
供
給
が
途
切
れ
る
こ
と
は
受
け
入
れ
ら
れ
な
い
。

原
子
力
に
反
対
す
る
な
ら
、
ブ
ー
タ
ン
の
よ
う
な
別

の
豊
か
さ
な
り
、
そ
の
実
現
方
策
を
提
示
す
る
の
が

筋
だ
ろ
う
。

　

エ
ネ
ル
ギ
ー
の
問
題
は
、
今
後
私
た
ち
が
日
本
を

ど
う
い
う
国
に
し
て
い
き
た
い
か
と
い
う
価
値
観
や

文
明
論
に
関
わ
る
話
だ
。
当
然
な
が
ら
価
値
観
は
一

朝
一
夕
に
変
え
ら
れ
る
も
の
で
は
な
く
、
や
は
り
長

期
的
に
考
え
ざ
る
を
得
な
い
。
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

一
時
的
な
感
情
で
性
急
に
賛
否
を
言
い
募
る
姿
勢
こ

そ
お
か
し
い
。

　

つ
ま
り
、
私
た
ち
の
価
値
観
・
も
の
の
見
方
は
未

だ
定
ま
っ
て
い
な
い
。
戦
後
、
経
済
を
も
の
さ
し
に

し
て
き
た
た
め
、
経
済
が
停
滞
し
て
く
る
と
、
何
を

基
準
に
生
き
て
い
け
ば
い
い
か
わ
か
ら
な
い
、
と
い

う
漠
然
と
し
た
不
安
が
拡
が
る
。
そ
の
不
安
を
煽
る

人
も
い
て
、
不
安
定
な
状
況
だ
か
ら
こ
そ
、
ち
ょ
っ

と
足
を
す
く
わ
れ
た
だ
け
で
転
ん
で
し
ま
う
。
結
果
、

今
の
日
本
は
、
他
者
を
批
判
し
、
引
き
下
げ
る
悪
平

等
主
義
、
つ
ま
り
極
め
て
非
寛
容
な
社
会
に
な
っ
て

い
る
。

　

人
間
は
小
魚
の
大
群
の
よ
う
な
も
の
だ
。
大
き
な

魚
に
襲
わ
れ
そ
う
に
な
る
と
ギ
ュ
ッ
と
群
れ
て
わ
っ

と
逃
げ
る
。
だ
か
ら
震
災
直
後
は
や
た
ら
「
絆
」
が

原 子 力 発 電 へ の 視 点

先
﨑
彰
容 

日
本
大
学
危
機
管
理
学
部 

教
授

社
会も

の
さ
し
不
在
の
時
代
、

立
ち
止
ま
り
考
え
る
勇
気
を

せんざき　あきなか
日本思想史研究者;
日本大学危機管理学部教授
1975年東京都生まれ。東京大学文学
部倫理学科卒、東北大学大学院日本
思想史専攻博士課程修了。フランス
社会科学高等研究院に留学。倫理学
を専門とし日本思想を深める作業を
続ける。福島県いわき市の私立大学
を経て、16年4月より現職。著書『違
和感の正体』『ナショナリズムの復
権』『高山樗牛  美とナショナリズム』

『個人主義から〈自分らしさ〉へ』など。
https://twitter.com/SALOME_1975

強
調
さ
れ
、
私
た
ち
は
集
団
化
し
た
。

　

た
だ
、
人
の
つ
な
が
り
は
本
来
面
倒
な
も
の
で
、

そ
う
容
易
に
集
団
化
な
ど
で
き
な
い
。
と
こ
ろ
が

「
反
原
発
」
な
ど
の
ワ
ン
フ
レ
ー
ズ
で
の
つ
な
が
り

は
、
不
安
だ
か
ら
つ
な
が
っ
て
一
緒
に
声
を
上
げ
て
、

一
時
的
な
安
心
感
や
高
揚
感
を
得
よ
う
と
す
る
も
の
。

こ
う
し
た
継
続
性
を
考
慮
し
な
い
刹
那
的
な
「
つ
な

が
り
」
は
、
ポ
ピ
ュ
リ
ズ
ム
に
通
じ
る
危
う
さ
が
あ

　

も
の
さ
し
不
在
の
不
安
な
時
代
、
人
は
見
た
い
も

の
し
か
見
な
い
。
目
の
前
の
現
実
か
ら
目
を
逸
ら
し
、

出
来
合
い
の
価
値
観
・
世
界
観
に
飛
び
つ
き
た
く

な
っ
て
し
ま
う
。
物
事
を
極
端
に
単
純
化
し
、
都
合

よ
く
不
安
に
応
え
て
く
れ
る
「
処
方
箋
」
を
各
々
が

勝
手
に
選
択
し
、「
こ
れ
こ
そ
が
正
義
だ
」
と
ば
か

り
に
声
高
に
言
い
募
る
。

　

し
か
し
、
世
の
中
に
単
純
な
こ
と
な
ど
何
一
つ
な

い
。
何
が
本
当
に
正
し
い
か
、
実
は
誰
も
わ
か
っ
て

い
な
い
。
わ
か
ら
な
い
の
で
パ
ニ
ッ
ク
に
陥
る
と
、

人
は
同
じ
方
向
に
走
り
出
す
。
そ
の
と
き
立
ち
止
ま

る
こ
と
は
非
常
に
勇
気
が
要
る
が
、
と
て
も
大
切
な

こ
と
で
も
あ
る
。
ま
ず
は
事
実
を
直
視
し
、
不
安
な

時
こ
そ
立
ち
止
ま
っ
て
考
え
る
勇
気
を
持
ち
た
い
。

過
去
に
学
び
、
先
人
た
ち
の
教
え
に
耳
を
傾
け
、
慌

て
ず
騒
が
ず
、
こ
の
国
の
行
方
を
見
通
そ
う
と
す
る
。

そ
れ
が
こ
の
「
も
の
さ
し
不
在
の
時
代
」
を
生
き
る

知
恵
で
あ
り
、
研
究
者
た
る
自
ら
の
役
割
で
も
あ
る

と
考
え
て
い
る
。

　

電
力
・
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
現
状
を
変
え
る
こ
と
は
、

こ
の
国
全
体
の
文
化
・
文
明
を
変
え
る
こ
と
に
つ
な

が
る
。
エ
ネ
ル
ギ
ー
事
業
者
に
は
、
大
き
な
視
野
と
、

し
な
や
か
さ
、
他
分
野
へ
の
尽
き
な
い
興
味
を
持
っ

て
ほ
し
い
。
毅
然
と
し
た
態
度
で
、
地
道
な
努
力
を

続
け
て
い
く
。
事
業
者
と
し
て
の
勇
気
あ
る
行
い
だ
。

る
。
漠
然
と
し
た
不
安
に
駆
ら
れ
、
単
純
で
わ
か
り

や
す
い
意
見
に
容
易
に
与
し
て
し
ま
う
か
ら
だ
。

　

い
ま
世
界
で
起
き
て
い
る
ポ
ピ
ュ
リ
ズ
ム
と
い
わ

れ
る
動
き
も
、
背
景
に
あ
る
の
は
人
々
の
不
安
だ
。

グ
ロ
ー
バ
ル
経
済
の
進
展
で
、
一
国
の
財
政
危
機
が

地
球
の
隅
々
に
ま
で
影
響
す
る
。
小
指
の
先
の
毒
が
、

瞬
く
間
に
身
体
全
体
に
回
っ
て
し
ま
う
。
そ
う
い
う

不
安
が
世
界
中
で
ポ
ピ
ュ
リ
ズ
ム
を
生
ん
で
い
る
。

資源エネルギー庁の資料をもとに作成

日本の電力消費量とGDPの推移

人類とエネルギーの関わり

経済産業省の資料をもとに作成

自然エネルギー
化石燃料

電気エネルギー

■石油　■ガス　■石炭　■原子力　■水力　■再生可能　　人口

世
界
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
量（
百
万
原
油
換
算
ト
ン
）

世
界
人
口（
億
人
）

＊

農
耕
・
牧
畜
中
心
の
時
代

（
薪
炭
・
風
力
・
水
力
）

蒸
気
機
関﹇
1
7
6
9
年
〜
﹈

近
代
石
油
採
掘﹇
1
8
5
9
年
〜
﹈

産
業
革
命（
石
炭
利
用
の
拡
大
）

﹇
18
〜
19
世
紀
﹈

エ
ネ
ル
ギ
ー
流
体
革
命

（
石
油
利
用
の
拡
大
）

﹇
1
9
5
0
〜
60
年
﹈

石
油
シ
ョ
ッ
ク

﹇
1
9
7
3
、79
年
﹈
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	 病院、劇場・娯楽場、その他サービス（福祉施設等）の合計 
＊産業部門：	製造業と農林水産鉱建設業の合計 
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